
不良柑橘画像のデータベース構築
－ 柑橘類腐敗抑制技術開発事業 （Ｈ30～Ｒ２）－

本研究は、戦略的試験研究プロジェクトにより実施しました。
（共同研究先 愛媛県果樹研究センター、みかん研究所）

柑橘類は、果皮表面の傷を原因とする腐敗が発生することが多く、物流段階で
の腐敗抑制技術の開発が求められています。

本研究では、ＡＩと画像処理技術を組合わせることにより、現在の選果機では
十分に選別できない病気や浮皮等の不良柑橘を除去できる選果技術に取り組んで
おり、平成３０年度は不良柑橘画像のデータベース構築のための実験を行いまし
た。
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みかん研究所から提供された良品及び不良柑橘をデータベース構築用カメラ
（SONY αⅢ）で撮影しました。一枚の画像を処理（拡大・縮小、反転、回転等）
することにより、データ数を10倍に増やし36,000枚以上の画像データベースを構
築しました。今後はＡＩ等を活用した選果技術の開発を行っていきます。
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